
資料７ 事前防災の重要性

【事例】平成３０年７月豪雨での
高梁川水系小田川

【事例】令和元年東日本台風(台風第19号)
での阿武隈川

被災後に要した
費用・被害額

被災前に対策
した場合の費用

整備費 整備費

被災後に要した
費用・被害額

被災前に対策
した場合の費用

約５.６倍

約５.４倍

一般被害額、

被災者・
被災地支援、
災害廃棄物
の処理費等、

現状回復費

一般被害額、

被災者・
被災地支援、
災害廃棄物
の処理費等、

現状回復費

※国土交通省水管理・国土保全局作成資料を基に作成

①近年の災害を見ると、水害による被害額と復旧に要する費用よりも、事前に防災対策したほう

が少ない先行投資で大きな整備効果をもたらすことが可能。

②度重なる水害の発生状況を考えると、大水害が全国どの河川でいつ発生してもおかしくない状

況。国民の生命・財産を守るためには、今後も中長期的に必要・十分な予算を確保し、事前防

災対策を加速する必要。

約2,695億円

約7,020億円

約480億円
約1,300億円

令和7年3月17日 予算委員会 自由民主党 佐藤信秋 出典：内閣官房国土強靱化推進室資料「事前防災の重要性」を基に佐藤信秋事務所が作成 資料⑦(パネル)
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